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究／構築のプロジェクトを立ち上げた．上記の背景
は，このプロジェクトを立ち上げて後に気づいたこ
とである．システム運用を設計にフィードバックさ
せ，その運用情報を元にシステムを修正，さらに
は進化させる仕組みを構築しようとするものであ
る．このフィードバックは，昔からソフトウェア工
学ではライフサイクル指向と呼ばれてきたものであ
る．また，このプロジェクトを立ち上げた後，これ
は DevOps2)とも呼ばれているものだということを
知った次第である．要は，持続可能な社会情報シス
テムにするためには，1）運用から設計へのフィード

バック，2）システム設計／開発の不確定性の考慮の
2つが重要である．このことは，時代が進めば進む
ほど高まってくる．歴史から学べない時代に突入し
ている．このプロジェクトの話をいろいろなところ
で喋っているが，ある企業で喋ったとき，その企業
が言うには，系列会社の親会社からは DevOpsをや
れと言われているが，うちは仕様がきちんと決まっ
たシステムしか構築した経験がないので，この不確
実さを考慮することが難しいという話であった．で
もそこにチャレンジすることが重要である．これを
主導するのは学の仕事である．また，「運用」という
言葉が必ずしも良い響きを持っていないと思ってい
る．もっと，元気が出る，ワクワクする言葉がない
だろうか？　筆者なりに考えているが，うまい言葉
が見つからない．ご提案いただければ幸いである．
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近，持続可能な社会等，「持続可能な」とい
う言葉が使われるようになってきた．筆者もこの
意味について考えるようになった．筆者なりに考
えると，ことの本質はフィードバックである．考え
ると，多様なところでそれが見える．人間社会のコ
ミュニケーションでも，自分を発信した後，相手
の顔をうかがい，それを入力として考え，また態
度に出す．生物学だってホルモンの調節，物理化
学でも，そして経済でも株価で，また組込みシス
テムでも PID制御（Proportional-Integral-Differential 

Controller）が代表的なフィードバック制御（系を
ある目標値になるように制御する）でもそうであ
る．そう思ってみると，近年でもその概念はある．
たとえば，約 10数年前だったかと思うが，IBM

が提唱した「オートノミックコンピューティング
（Autonomic Computing）」，また，数年前から話題
になっている「サイバーフィジカルシステム（Cyber 

Physical System）」，さらには，近々では Society 5.0

の「超スマート社会」だってそうである．今こそ，こ
のフィードバックが求められている．
　近年，社会情報システムについて先が見えない状
況になっている．デバイス技術の進歩，情報処理
能力の飛躍的向上により，多様なシステムが比較
的短期間で構築できるようになってきた．しかし， 
ユーザ要求は固定のものではなく，システム開発
時には見通せないことも多い．CPS，IoTでもシス
テムを構築し，その後「運用（Operation）」してみないと，
ユーザ要求にあっているのか，また何が起こるか
分からないことも多い．この不確定さ／曖昧さ
（Uncertainty）は，いろいろなところで議論され，主に，
社会科学で議論されてきた．情報科学／情報工学で
も，主にソフトウェア工学の観点から議論されている．
　数年前，文科省 科学研究費の助成を受けて 1)，
持続可能な社会情報システムのプラットフォーム研
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